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自転車通勤の導入・推進を支援する動画教材を作成しました

環境経営や健康経営の対応に、事業所として自転車通勤の導入や推進を検討するときに役に立つ情報。
自転車通勤の意義と効果、推進に当たって押さえたいポイント、実際に自転車通勤を体験された方や事業所の生の声などを紹介しています。

▲

 導入編
 「あなたの事業所で！ 自転車通勤を進めよう」 （約 20分）

▲

 参考情報
 自転車通勤の体験者インタビュー（約 10分）

初めての自転車通勤をスタートさせるに当たって必要なことから、継続するために役に立つ情報を収録。
交通ルールやマナーについても詳しく、事業所が行う交通安全教育の教材としても活用できます。

▲

 第 1 回講習「自転車通勤を始めるにあたって」（約 13分）

▲

 第 2 回講習「自転車に乗るコツとメンテナンス」（約 9分）

▲

 第 3 回講習「より楽しく快適な自転車通勤のために」
 （約 10分）

滋賀で自転車通勤の普及を進めています
自転車通勤をする人を増やすことで、滋賀の自転車文化を底上げします

「滋賀県自転車通勤体験事業」（2019～2021 年度）を通じてスポーツバイクを事業所に貸し出し、1～2 カ月の自転車通勤を体験いた
だきました。参加したのべ 46 人の約 9 割が、自転車通勤は「よかった」と評価。うち 10 人が体験に使った自転車を購入され、自転
車通勤を継続されています。2022年度は「日野町プラスサイクル体験事業」として実施。

■ 滋賀県の自転車文化とは
● 一部の愛好家が一日でビワイチすることをスポーツとして
楽しむ。

● 近年のブームにより、普通の人でも「いつかはビワイチ」
と憧れる風潮が生まれている。

● 通常は大人になると自転車に乗らない
● 中学高校時代に指定自転車（シティサイクル）で通学をし、
自転車はしんどいものと思っている

そこで、おしゃれで快適なスポーツバイクに乗ってもらい、
悪いイメージを払拭。

■ 自転車通勤で生まれた個人への効果
● 自転車への印象がよくなった
● 体力や筋力がついた
● 仕事への取りかかりがよくなった
● これまでクルマだったところに自転車で行くようになった
● まちの人とコミュニケーションが増えた
● CO2 排出量が削減できた

「自転車新文化」を生み出すために、自転車通勤は有効とわ
かる。

■ 推進のための課題
● 意識の壁　自転車はしんどい／荷物が運べない／天候の悪
いとき辛い

● 環境の壁　安心して走れる道やスムーズに走れる道がない
／遠回りになる／夜道が暗く危ない／シャワー室がほしい

● 制度の壁　通勤手当が下がる／雨天時の車利用が認められ
ない／自転車通勤が禁止されている

今後もっと普及するためにはどこにどう働きかけるか、検
討中。
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輪の国びわ湖推進協議会 ＆　　　　滋賀プラス・サイクル推進協議会

【事業者対象】経営者と総務の方へ

▲

 参考情報
 自転車通勤プログラム実施のガイダンス例 （約 13分）

▲

 シンポジウム「CO2削減と健康経営に役立つ
 『自転車通勤』導入ガイド」（2時間 35分）

▲

 令和 2（2020）年度 滋賀県自転車通勤体験事業
 意見交換会（1時間 38分）

▲

 令和 3（2021）年度 滋賀県自転車通勤体験事業
 意見交換会（1時間 52分）

【実践者対象】全3回の自転車通勤体験プログラムの講座

▲

 独習編「自転車に乗ってみよう～自転車の乗り方降り方～」
 （約 4分）

▲

 第 2 回講習特別編「パンク修理を見てみよう」（約 16分）
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